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Abstract

　　Glycyrrhizae　Radix　called
“Gancao”in　Chinese，　most 　of 　which 　is　derived　from　the　root 　or 　rhizome

（stolon ）of 　Gly（ア 漉 齠 plants　of 　the　family　Leguminosae，　has　been　used 　as 　a　harmonizing　ingredient　in

aIarge 　number 　of 　Chinese　traditional　prescriptions．　In　order 　to　develop　a　simple 　method 　for　histological

identification　of　Glycyrrhizae　Radix，　a　comparative 　anatomical 　study 　and 　TLC 　analysis 　were 　carried

out 　on 　the　roots 　and 　rhizomes 　of （］．　uralensis ，　G．　glabra，　G．　inflata，　G．　eurycama ，　G αspera，　G 　yztnnanensi，

G．ρα！媚 翼o‘α and 　Soph‘丿ra　alopeczaroides．　As　 a　result，　eight 　species 　could 　be　distinguished　from　 one

another 　by　distlnct　characteristics 　such 　as　height　and 　width 　of　multiseriate 　ray
，
　the　amount 　of 　xylem

flber
，
　the　arrangement 　of　phloem　fiber　bands

，
　the　ratio 　of　xylem 　to　root ／rhizome 　in　diameter，　etc．　and

TLC 　pattern．　Based　on 　this　result ，
　the　botanical　origins 　of　commercial 　samples 　avai 】able 　in　Japanese

markets 　were 　identified　as　follows　l “Dongbei−Gancao”was 　derived　from　G．　 uralensis 　 or 　G．　glabra，
“Xibei−Gancao，

”Gglabra 　and
“Xinjiang−Gancao，

”G．　in］7dta．

　　 Key　wordS 　GIycyrrhizae　Radix
，
　botanical　origin

，
　pharmacognostical 　study ，　plant　anatomy ，　thin

layer　chromatography （TLC ）．

　　Abbreviations　c，　cambium ；cs，　solitary 　crystal ；cse，　secondary 　cortex ；fb，　fiber　bundle；k，　corl｛ ；

m ，medulla ；ph，　phloem ；phf，　phloem 　fiber；pph，　phloem 　parenchyma ；pxy ，　wood 　parenchyma ；r，　ray ；

rbs ，　reddish 　brown　substance ； rh ，　 rhizome ； rom ，　 main 　 root ；rp ，　phlQem 　 ray ；rxy ，　xylem 　 ray ；vd ，
bordered　pit　vessel ；wf ，　wood 　fiber；xy ，　xylem ．

緒 言

　 「
廿草」 は

「
神農本草経 』

1 ］

の 上 品 に
「
味甘平主五臓

六 腑寒熱邪気 堅 筋骨長肌肉倍力金瘡腫解毒久服軽 身延
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1｝
年」 と記載され，『名医別録』　 で は

「
温中下気煩満短気

傷蔵玖嗽止渇通経脈利血 気解百薬毒為九土 之精安和七十

二 種石
…

干二 百種草 」 と記 され，多方面 に わたる解毒作

用 と諸薬の 調和作用 が 述べ られ て い る。また，近年 の 研

　 　 　 　 　 　 　 　 2）

究で 抗 HIV 活性　 が 報告 されるこ となどか ら，その 適

用 範囲 は さ らに 広が る もの と思わ れ る。「「甘 草」 の 用途

は，薬 用 以 外 に も矯 味 料，食品 添 加料 と幅 広 い 。日本で

専 ら漢方用薬に さ れ る 「
甘草」 は 中国か ら輸 人 さ れ る

「

東北甘 草」 と
「
西 北甘草」 が 主 で あ る。そ の 他 glycyrr・

hizin抽出用 に 「新疆廿 草 」 も輸 入 され る1｝ 市場 に お け る

こ れ らの 日
．
草 の 区別は根 及 び 根茎の 質の 粗密， 廿 味 ， そ

れらの 生産地な どに より行 わ れ るが，質の 粗密は 同
一

個

体 で も部位 に よ り変化 し，生産 地 に つ い て も それ ら の 主

’
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　 　 　 　 　 　 　 4）

要原植物と され る　マ メ 科 （Leguminosae）の Glycyrr−

hiza　uralensis ，　C．　gtabra，　G．　inflataの 分布域 は 重な る地
　 　 　 　 s）
域 もあ り，従来の 地 域名を付 して の

「
甘草」 の 区別は十

分 で は な い 。また，名称 の 別 は 必ず し も種 の 違い と
一

致

しな い 。す なわ ち，こ れ らの 基源 に つ い て は い くつ か の

説
3’416　Y｝

が あり，統
一

した 見解がな く，「
東北甘草」 は

G．uralensis ，「
西北甘草」 は G．　uralensis ，　G，　gtabraな

ど，「
新疆 甘 草 」 は G．inflataなど 同属 の 数種の 根及 び根

華が こ れ まで に挙げられて い る。近年 ケ モ タキ ソ ノ ミー

の 観点か ら原植物 とされ る数種 につ い て，glycyrrhizin

な ど の triterpenoid
，
　 liquiritin

，
　 isoliquiritinな ど の

flavonoid及 び cha ［cone 類などの 成分組成が 検討 され，

種 に よ り成分パ ター
ン に 差異が ある こ とが 報告 され て い

　 6，1oil　11　1ニt／
る 。　　　 波 多野 ら は フ ェ ノ

ー
ル 性成分 の 組成の 違 い

か ら 「東北 甘草 」 及び 「
西北甘草．i は G，　uraiensis に由

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コユエ

来 して い る と報告 して い る　 が ，か な り種内変 異 も大 き
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Il　1／l）
い こ とが 報 告 され て い る。　 一

方，原植 物 の 同定 に 重

要な役割を果たす組織形態学的研究 は，こ れまで 藤 田
　 ］4　lt，）
ら　　 に よ り C．uralensis ，　G．　glabra及 び G．　echinata
に つ い て報告 され て い る が，各種の 区別点が 明 確 で な く，

G．infiataが 報告 さ れ て い ない こ とか ら，現在の 市場 品
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lti）
の 評価 に は不十分 で あ る u また，曽ら　 に よ リ中国産 の

同 属植物 6種 の 地 下 部が 検討 され て い るが ，G，　tti’alensis

以 外 の 種 に つ い て は組 織 形 態の 記載が 少な く，また，根

と根茎 が 明 確に 区別さ れ て お らず，さ らに 検索表 に お い

て 曽 らは G．glabra，　G，甜 那 αゆα，　G．），unnanensis で は

髄周辺細胞が放射方向に 長い と して い るが，著者らが検

討 した 試料 で は い ず れ の 種 も円 形 ま た は 類円形 で あ っ

た。こ の よ うに ， こ れ まで の 報告 の み で は 「†r草」 を同

定す る こ とは難しい
。

「巾華人 民共和国薬典．117
／

iこ 「
甘草」

の 原植物 と して規定され る種 は C ．uxalensis ，　G，　glabra，
G ，infla　taの 3種 で あ る が，そ の 他 に 新疆，甘粛地 区で

は G．覦 η 侃 脚 に IIi来す る とさ れ る
IH
’
1

「
黄甘革 亅 が 採取

　 　 　 T［Til，，
され る。　さらに，G．　asPera ，　 G．　y観 照 η覦 諮 ，　 G．　PaU一

城〃o π 1 が 地 方的に 使用 され1り a4 脳 ゲ

上 海 天 津，内蒙占

な ど で は 西北地区の 民間薬で 「苦甘草」 の 別名 を有す
　 lt］bl・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

る　 ∫θPhora　atoPecuroides が 混 入 した例　も報告 され

て い る。我 が 国の 成書に 見られ る C，echinata の 名は 中

国の 文献 に は認 め られず ， 中国国内の 分布に対して は疑
　 　 　 　 　 　 　 3 ）

問視され て い る　 こ とか ら，中国産
『
lr草 」 の 基源 は概

ね 上記 8種 と考え られ る。そ こ で，市場 に 流 通 し て い る

「

甘草．」の 簡便な鑑別法 を確立す る こ と を目的 と して上記

8種 の 根及び根茎それぞれに つ い て 比較組織学的研 究並

び に TLC 分 析
．
を行 っ た 。

材料 と方法

（1） 実験材料 〔富山医科薬科大学和漢薬研究所民族薬物

資料館 また は 中国医学科学院中国協和医科大学薬用植物

研 究所 に保管す る。番号 は 各々 の 標本庫の 植物標 本番

号。〕比 較植物 の 同定 は 中国医学科学院中国協和医科大学

薬用植物研究所 の 馮 毓秀 に よ る。

1）比 較植物 〔（ 〉内は 標準中国名〕

」）Glycyrrhiza　uralensis 　FISCH ．（鳥拉爾甘草）の 根及び

　根茎
一

中国 ：内蒙古 H治区巴盟 磴 ［」，86001；吉林省桃

　南，56398；廿粛省金塔三 合郷，86010；新疆 ウ イ グル

　 自治区，87004。モ ン ゴ ル ：南ゴ ビ 県ボ ル ガ ン 郡，92001

　
〜920e3。

ii） G，　glabra　L．（光果甘草）の 根及び根茎一中国 ：新疆

　 ウ イグ ル 自治区沙湾，61011 ；同 ， 和靖，87005。
iiD　 G．　 inflata　BAT．（脹果廿草）の 根 及 び 根茎一中国 ：

　 lt粛省金±9，73001；新 疆 ウ イグル 自治区 吐 魯番，

　 870e8；同，輪台，59142 ；同， 色力布亜，　 CX40 ；同，

　夏馬勒， CX41。

iv）G．　eurycai／）a　P．CLI （黄
．
H『草）

17 〕

の 根及 び 根茎一中

　 国 ： 目粛 省金塔 三 合郷，　86eo5 ；新疆 ウ イグル 自治区焉

　耆，　870060

v） G．asPera 　PALL．（粗 毛甘草）の 根茎
一
中国 ：新疆 ウ

　イ グ ル 自治 区庫爾勒，58040；同， 沙湾 ，
61022 ；同 ，

　善贋善，　87009。

vO 　G．　yza’nnanensis 　CHENG 　f，　et　L．K ．TA 【ex 　P．C，LI 〔雲

　南甘 草）の 根
一
中国 ：雲 南省麗 江 北部，86097；同，麗

　 江，
74〔｝06 ；四 川省木里、87006。

vii） 〔1．　Pallidiflora　MAX ［M ．（刺果甘 草）の 根
一

中国 ：遼

　 寧省沈陽北陵，56〔）08；吉 林 省挑 南，56377 ；北京市房

　 tLl， 71614 ；北京市中国医学科学院薬用植物資源開発研

　 究所薬用植物園，59116。

viii ）SoPhoxa　atoPecuroidcs 　L．（苦 甘 草）の 根 茎 一
中国 ：

　 河 北省，89009 ；北京市中国医学科学院薬用植物資源開

　 発研究所薬用植物園，goe12．

2）生 薬材料 （Table 　lll）： 口本国 内 の 市揚 で 入 手 した 東

　 北 廿 草 3 点，西北甘草 2 点，新疆甘 苧：1 点，甘 粛省蘭

　 州市場 で 入手 した 甘草 1点。

  　実験方法

1）試 料切 片 作製法 （セ ロ イジ ン 包埋）

　 比 較植物及 び 生薬材料 の 根 と根茎をそ れ ぞ れ 約 lcm

の 長 さ に 切 断した。各試料を水 に 浸 し，十分水 を浸透 さ

せ た後 30〜100％ まで の エ タ ノ
ー

ル 溶液 ，
エ タ ノ

ー
ル
ー

エ ーテ ル の 等 量溶液中へ 順 次 移行 させ ，完全 に 脱 水 し

た、，そ の 後，2− 10％ まで 4段階 の セ ロ イジ ン 溶液中へ

N 工工
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と移 し換 え，ク ロ ロ ホ ル ム 中で 固 化 させ た。回転式 ミク

ロ ト
ー

ム で横切片及 び縦切片を作製し，光学顕微鏡 で観

察した。

2）薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー （TLC ）に よる分析

i）試料調製法 ：比較植物 及 び 生薬材料 を根 と根茎 に 分

　け て 粉砕 し，その 粉末をそ れ ぞれ 10mg と り，50％ メ

　タ ノ
ー

ル 200μ1を添加した 。 5分間超音波抽出 した後 ，

　各々 2μ 1ずつ を TLC プ レ ートに ス ポ ッ トした、また，

　同時 に glycyrrhizin　l　mg を 50％ メ タ ノ
ー

ル 400 μ1

　に 溶解 させ た 標準溶液 2
μiをス ポ ッ トし，下記の 条件

　 に て約 10cm 展開 した。

ii）分析条件 ：プ レ
ー

ト，Kieselgel　60　F254（MERCK ）；

　展開溶媒 ，
n
一ブ タ ノール ー

水
一
氷酢酸混液 （7 ：2 ：1＞：

　検出，UV254nm透過光照射。

結 果

1 ．切断部位の 違い による内部形態の変化，及び比較部

位の選択

　 G．uralensis に つ い て，根 の 基部 か ら先端部へ 向か っ

て順次内部形態を観察 した 結果，根の 径 は漸 次 小 さ くな

り，維管束数が 減少 した。破生細胞間隙 は 基 部で よ く発

達し，先端 に近づ くに した が っ て徐 々 に少 な くな り，先

端付近 で は ほ とん ど認め られなか っ た。最外層は 基部で

は 周皮が 2〜3層認 め られ ］1チ ド
ー

ム か らな るが，基部 か

ら 6cm 離れ た部位より下部 で は 1層で あっ た 。 繊維 の

絶対量は基部付近 に 多く，先端部 で は 少な い が，繊維 の

密度 に大き な差は ない 。コ ル ク皮層中の 結晶 が先端付近

で減少 した。各種の 比較 は，種 に特徴的な 形質が安定し

て い た部位， すなわ ち基部及 び 先端部 を除 い た部位 で

謄
D

E

F

「pphphtxyrxy

k

phf

vd

pxy

痴

 

帥

oo
　 CSxv

，

癩

rxy

vd

鶴
wf

　 F6a

麟
　 F6
　　　　コ
wt

灘靉 黝

hhnrP

wfvd

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 SOPn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 瀛

　　　　　　　　　　Fig、　l　The　root 　and 　rhizome 　of　G砂の
，rrhiza 　and 　Soph〔Jra　species

A，Underground　part　c）f （；．　ttralen∫is；B，　Rhizome　of　G、　 ur αlensis；CF ，　RQot　of　G．　 uratensis ；G，　Root　of　G．　infiata；H ，
Rhizome　of ∫ atopecttroides ；1，　Rhizome 　of　G．　inflata．
A，Sketch；B，　D，　II，　Diagram　Df　transection ；C，　Detailed　druwing　of　fiber　bulldle　encircled 　by　cork ［ayers ；E、 5，
Detailed　drawlng　 of　transec巨on ，　 shuwing 　cork 　 and 　phelloderm 〔1），　 secondary 　phloem   ，vascular 　 cambium （3），
xylem （4｝ and 　central ｛ty⊂，f　roo ヒ  ；F，　Isolated　elemen しs ；1，　Diagram　of　transect［on 　Qf　xylem ．
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Table　I　External　characteristics 　of 　Gly¢yrrhiza　 and 　Sopho　ra　 species
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． 行った。ま た， 同 一 種 におい ても若い 植物 体の 根

は内 部形態が著しく異なる た め，根 の径が1cm 以

で， 一次皮 層が ほと ん どないも のに限定した。 　 根茎 は節間 部 で

ればほぼ同様の形 態 を 示 し た た め ， 節間 部 の中 央付 近

比較

位とした，根と同様，径が1cm
以
．」二の

のを用いた が， 　 G ．　asPera は成熟した根茎で も径約0，7c

ﾅあ るため， で き るだ け太いものを用
い た。 2 ．Gly

rrhiz α属植物 の一 般的形態 i ） 外 部形態及び

（Fig ． 1 − A ； Table 　I ；Plate 　1 ）

@根：円柱 形で ，径 は O． 2〜5cm，外皮
は灰褐色，黄褐色 ，

g 褐色または深褐色で縦じわ または 縦溝 がある。外 皮の

脱落し や す さ が種に
よ
りやや

異
なる。皮目は明

瞭
で大型

接 線方向 に長いもの が 多
い （ Plate 　 1 − A ）。

断 面 は通 常 同心性，

れに偏 心性 ， 木部と師部（二次皮 層〕 が明 瞭 で ， それ ぞれ淡

色 〜 淡黄 色〜黄白色 ，灰白 色 〜黄白色 〜黄 色 を呈 す

。味は
甘
いが ， 種 に よ り わ ずか に異なり ， 苦みが残 る も のも あ
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どが 認 め ら れ る （Plate　1−B）。 横断面は根ほ ど著 しい 偏

心 性 を呈 す るこ とは な い
a 髄が 明瞭で 淡黄色〜茶色を呈

する 。

ii）内部形態

根（Figs．1−C，　D，　E，　F，　G ，
2−A ，　B，　C，　D，　E；Table　II）：

横切面 は類円形。最外層 は 周皮 か らな る。コ ル ク層は 7

〜se細胞層，コ ル ク形成層は不明瞭。
コ ル ク皮層は ト 4

細胞 層で，層数 に わ ずか な種間差が ある。コ ル ク皮層ま

Table　II　Anatomica聖characteristics 　of　the　root 　of 　G砂（rVrrhiza　and 　Sophora　spec 孟es
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Speci開
O　 an

Gsspera

　 働

G 　yunnanensis
　 　 Rt

G ρa〃肋 傅

　 　 翫

s．　eiqpecurOi
’
des

　 　 　 勲

Transection

Percent　of 其ylem 　to　root （diam巳tor％）
Cork　co 直8x

門 umbor 　of　cell 　layers
tan8ential　di8meter　of 　cell（μm ）

嘶 砒h 。f　primary　ray （。ell　number ）

Starch　grainameunt
　of 　starch 即ain

diameter（　 m ）

57」602

−32
ひh522
−6

十十 十

2−12

50−672

−340
−603
−6

2−12

61−12

　 　2−320
−50（−120）

　 4−10

十十

4−20

7ト75

　 2−3
　40−to4r3
−M −6（−7）

≠≠ 子

4−17

Tangentisl
　　　ロ
　 　 sectlon

Multiseriate　ray

he；9iTt（μ m ）

width （μ m ）

arrangement

3tM「25tN）

20−75tineer

35e−160030

−150

＄inear

300ト 500050

−250tinear

12ca−10aoo50

」15atinesr

lsolated

　 elements

Phloem　fiberleng
山（μ m ）

d；ameter （μ m ）

Xylem　fiberlength
（μ m ）

diameter（μ m ）

Vesseトelement

hength〔μ m ）

diameteKμ m ）

Tracheid

　Iength（μ m ）

　diameter（　m ）

70e−ioea−1600
　 　 6−10

r2607）520Fau −1翩
　 　 　 10T20

　　 80r224
（32−48−91←12の

80−17016
−24

10DO−1500
　 10−22490

−19CO
　12−25

　 　 100−160
（30−）80−136（−1風 〉

120−13616
−24

10e−15co
　 6−15BOO

−13601e
−14（−20）

　 70−16030
−9収一128）

128−20016
−32

64“ 30cv
　16−35120

−i520
　1e−22tt2

−57e30
イ361eo

−1300
　r3−25

1＞The　val凵o　in　italics　shows 　the　data　obtained 　frem　rhizome ．
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　た は そ の 内側 の 柔細胞層中に シ ュ ウ酸 カ ル シウ ム の 単晶

　（1−E ，）が 認め られ る こ とが あ る。二 次皮層は 師部 と師部

放射組織 か らなり， 師部は周辺部で 湾曲す る （1−D）。師

部 で は 師部繊維群 と師部要素及び柔細胞か らなる層が 交

互 に 配列 し，師管 ま た は柔細胞が 退廃化 して い る部分 も

　あ る （1−E2）。師部繊維群の 形状 及 び 配列様式に 種 間 差 が

　あ る。師部繊維 に隣接する柔細胞中に 単晶が存在 し，縦

切 面で は 結晶細胞列 （1−F、）をなす。師部繊維 （1−F 、）は

長 さ 240〜3000μ m ，両端が 波状 に 湾曲す る も の や 分 枝

す る もの が あ る。周皮 と二 次 皮層中，まれに 根の 中心部

に，周囲を 3〜］2細胞層の コ ル ク組織 に 囲まれ た繊維 群

が 認 め られる。維管束内形成層は 明瞭 で，維管束問 形 成

層は 通常不明 瞭 （1−E ，）。維管束 （1−Es）は 3〜4原型。

木部は道管 とそ の 周囲に 存在する仮道管 ， 木部繊 維群及

び木部柔細胞か らな る。二 次 木部 （1−E4）の 道管 は ほ とん

ど が 申穿孔 の 有縁孔紋道管 （1−F ，） で，まれ に 尾部 を有

する もの が ある （1
−Ffib＞。 仮道管 （1−F，） も有縁孔紋 を

有する。道管及 び仮道管に 接する 柔細胞の 壁 （ユーF，）に

は 比 較的大きな単穿孔が 認 め られ る。木部繊維 （1−F，）

は 長 さ 180〜1900μm ， 両端が 波状 に 湾曲す る もの が あ

る。木部繊維に 隣接す る 柔細胞も単晶を含有 して結 晶 細

胞列 をな す もの が あ る、木部の 一次 放射組織 （1−E、）は

2〜10細胞列。接線縦切 面 に お け る こ れ ら多列放射組織

（2−A 〜E）の 高さと幅，配列様式は 種に よ り特徴的で あ

る （木 部 の 半径の 2／3〜1／2 の 位 tLで の 接線縦切 而 の 形

態を記す）。まれに 単列放射組織 も認 め られる。破生細胞

間隙が 二 次 皮層，木部放射組織 に 認 め られ る こ とが あ る。
ほ とん どすべ て の 柔細胞中に で ん ぷ ん粒 （1−E）が 認 め

られ ， 通常単粒 で ，わずか に 2〜4複粒 も混 じる。でん ぷ

ん粒 の 量及 び単粒 の 大 きさは種 に よ り異なる。

　根茎 （Figs．1−B，　H ，
1，2−A2）：髄 （1−B）が 存在す る こ

と以外 は
， 根 に 類似する。周皮 の 外側 に一一

次皮層が 認め

られ る もの が あ る。師部 は 周辺部 で も湾曲しな い もの が

多い 。最 も外側 に あ る師部繊維群が 著 し く大きい 。木部

繊維の 発達程度 は種 に より異な るが ， 同
一

個 体内 に お い

て も著 しく発達 し て い る 箇所 を有す る場合 が あ り （1−

1），こ の 形質は 生育環 境 に 左 右 され る。木部放射組織は

同種 の 根 に 比べ
， 高さが低く，幅 が 狭 く， 小型 で ある （2

A2）。木部繊維が 発達 して い る場合は特 に 小型 で，ほ とん

どが 単列放射組織 の 場合 もあ る。髄中に もシ ュ ウ酸カ ル

シ ウ ム の 単晶が 存在 し， その 数 は種 に よ り異なる 。 師部

最外部付近及び 髄最外部 に 褐色物質を含 む 細胞が 認 め ら

れ る こ とが あ る。

3 ．比較植物 の 形態

i） G．uralensis

a＞外部形態及 び 味 （Table 　I）

　　根 は周皮が 比 較的厚 い 。質 は緻密〜や や 緻 密 で，繊維

性は 少 な い 。裂隙の 見られ る場合もある。根茎 は根 の 形

態に類似するが，裂隙 は 少ない
。 味 は甘 い 。

b）内部形態 （Figs．1−B，　C，　D，　E，　F，2−A ；Table　II）

　 根 ：師 部 は 周辺 部 で 湾曲す る 。 師部繊維群 は 不定形で ，

不規則に配列する。木部 の
一一

次放射組 織 は 2〜10細胞列，
接線縦切 面で は 軸方向に列 をなす。こ れ らの 多列放射組

織は 全 体 的 に 大型 で
， 高さ及 び 幅の 最大値 は それ ぞ れ

12eOO　Ptm 以上及 び 540 μ m に達する。木部繊維群 は横切

面で 不定形 を呈 し，不規則 に配列す る。

　 根茎 ：木 部の
一

次放射組織は根 よ り小型 で，高 さ ， 幅

の 最大値は各々 5000〜7500μ m 以、ヒ，300μm で あ る。
ij）　　c；．　glabra
a）外部 形 態及 び 味 （Table　I）
根 の 質は 堅 く緻密 で 繊維性 は 少な く，味 は甘 い 。根茎 は

根 の 形態に 類似す る。

b）内部形 態 （Fig．2−B；Table　II）

　 根 ： コ ル ク皮層の 内側 の 柔細胞中に シ ュ ウ酸 カル シ ウ

ム の 単晶が 多く，一部は師部放射組織中に も認め られ る。

木部の
一

次 放射組 織 は 通常3〜8細胞列，接線縦切 面 に お

け る形態 は G．uralensis に 類似す るが，やや小型 で，高

さ及び 幅の最大値は 7000μm 及び 41〔）μm 。G．　uraiensi

より繊維の 絶 対量 が 少 なく， また破生細胞閲隙 も少ない 。

師部 及 び木部繊維群は不定形を呈する もの が 多く，一
部

方形 の もの も認 め ら れ る。根の 径 に対する木部 の 径 の 比

率 が 高 く， 60〜70％ で あ る。

　根茎 ：木部の 一次 放射組織 の 高 さ と幅 の 最大値は各々

4500〜5800 μm ，250μm で ある。髄に も多くの 結晶を含

む 。

iii）　　（’，　inLtlata

a ）外部形態及 び 味 （Table　I）

　根 は 繊維性 が 大。味 は 甘い が ，後 に わ ずか に苦み を有

す る もの が あ る、根 茎 は根 の 形態 に類似する 。

b＞内部形態 （Figs．1−G ，　L　2−C ；Table　ll）．

　根 ：Gerralensisや G，　glabraに 比べ 繊維 が よく発達

す る。横切 面で は 正 方形 〜
長方形状 の 繊維群が木部か ら

師部に か け て 規則正 し く配 列す る。しか し， 師部繊維群

の 配列は 師部中央付近 で急 に 規則性 が 消失 し， そ の 外側

で は 師 部繊維群 の 形状 ， 配 列 が 共 に不規則に な る場合 が

ある （Fig．　1−G）。木部の
一

次放射組織は小型 で，接線縦

切 面 に お け る 多列放射 組 織 の 高 さ 及 び 幅 の 最大値 は

300  〜4000μm 及 び 300 μ m で あ る。

　根茎 ：木部の
一

次放射組織は 根より小型 で，接線縦切

面 で の 高さ 及 び 幅 の 最大値 は 2500〜3000（〜4000）μm

及び 120
μm 。師部繊維群 は放射方向 に 長い 長方形状 を

呈 し， 規則的に配列す る。
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iv） G．α ‘那 αゆα

a ）外部形態 及 び 味 〔Table　1）

　根 は繊 維 性が 大で粉性 は 少なく，G．　inflatttに 類似す

るが ，著 しい 偏 心 性 を呈 す る場合 が ある。根茎 の 周皮の

剥が れ た と こ ろ は灰黄色〜黄褐色 の 内層が 露出 し，本 種

の み皮目痕 が黄自色の 点状 として 認め られるc

b）内部形 態 （Fig．2D ；Table 　II）

　根 ：G．ガァ翼認 α 同様 ， 繊維が 多く，繊維 群 は 万形 〜長 方

形 で，木部か ら師部最外部まで 規則的 に 配列する 。 接線

縦 切 面 で は木部 の
一

次放射組織 は 高 さが低く，幅が 広 く、

その 形 は 波 状 に 湾曲す る。高 さ及 び 幅 の 最 大 値 は 2500

（
− r，ooO＞μ m 及び 60｛1μ m 。

　根 茎 ：接 線縦 切面 に お け る
一

次放射組織の 高さ及 び幅

の 最大値は 2800〜4000 〔
〜5000）μm 及 び 130

μ
m で ， 根

の ような湾曲は認 め られない 。木部繊維 が 著 し く発達 し

て い る もの や 師部最外部付近 または 髄最外部 に褐色物質

を含 ん だ 細胞が 多く認 め られ る もの が あ る。

V） G，asPera

a ）外部形態及び 味 （Table　I）

　 根茎 は 縦 じわ を有す るが，滑 らか な 場合 もあ る。表面

が 滑らか なもの は周皮が は が れ や すい 。根茎か ら細 い 根

が 出 る。味 は わずか に H い 、，

b）内音1〜形 態 （Table　II）

　 根茎 ： コ ノレク皮層白．下 の 柔組織中に非常 に 多量の シュ

ウ酸 カ ル シ ウ ム の 結晶を含む。師部繊維群 は不定形，配

列 は不 規 則 で あ る。各組織 は他種 に 比べ て やや 小掣 で ，

道管の 放射方向径 は 平均 55 μ m ，木部繊維 は 長 さ 520
〜80〔1μm ，接線縦切画に おける木部 の

一次放射組織の 高

さは 最大 250（］μm で あ る、，

vi）G．」
・
Zt）lnanensis

a）外部形態及び 味 （Plate　l−C；Table　I）

　 地 ド部 に は 通常根某が 発達 しない 。根 は 太い 縦 じわが

あ り，皮 日は 口唇状また は 点状で ， 堅 い
。 味は苫 く渋い

e

b）内部形態 （Table　Il）

　 根 ：繊 維 が 多 く，師部繊維群 は 方形
〜
不定 川彡で 師部中

に 比較的規則的に配列す る。木部 の
一

次放射組 織 は 3〜6

細胞列，高さが 低 く最大値 は 1600 μ m 。木部繊維もよ く

発達する。道管は軸 万向以外 に接線 方向に も連絡 し，接

線縦 切面 で道管の 横断面が 観察 さ れ る場合が あ るu ま れ

に根 の 中心付近 の 柔組織中に環状 の コ ル ク組 織が 認 め ら

れ る。

vii ）G ．　PaltidiYZo7
’
a

a）外部形態及び 味 （Plate　1−D ；Table　I）

　 地下部 に は通常根茎が 発達しな い 。根 に は 細い 縦じわ

が あ り，皮 H の 脱落 し た箇 所 が 多 く，褐色
〜黒 褐色を旱

　す るm 皮 目は 顕 著な 口 唇状。味 は わ ずか に 甘 い 。

b）内部形態 CTable　II）

　根 ：繊 維 が 多 く，師部繊維群 は 方形
〜
不定形 で 師 部中

に 規則的 に配 列す る。木部 の
一．・

次放射絅織 は や や 大 型 で，

接線縦切 而 で の 高さは 最大 5000μm ．

viii）S．　alOpecuroides

a ）外部形態及 び 味
・
臭い （Table　I）

　長い 根茎か ら細 い 根が 出る。根茎 に は 太い 縦じわ が あ

り，質は もろ く，生 の 大豆様の 臭気が あ る。味 は非常 に

苫い 。

b）内部形態 （Fig．111；Table　II）

　根茎 ：G！y¢yrrhiza　ldと 異な り，師部繊維 は非常 に 少 な

く， 師部最外部に 少数の 繊維か らなる繊維群 が 同心 円状

に 配列するの み で ある。木部繊維 も少 な い
。 横切面 に お

い て 木部中 で 道管の 占め る割合が 顕著 に 高レ  通道要

素は 長 く，道管 で は最高 57〔｝μln，仮道管で は 1000 μ ln

以 llの もの が 存在す る，，

4 ，比較植物の 薄層ク ロ マ トグラ フ ィ
ー 〔Plate　2）

　 各比 較植物 の 根 を TLC 分析した結果 ，
　G．　uralenb

’is，　G．

glabra，　G．碗伽 な，　G 　6zの ，α〃釦 は Rf値 0．38付近に glycyrr−

hizinの ス ポ ッ トが認 め られた。　G，　asPera ，　G．　yunnanen ．

sis，　G，　PaUidiYZora，　S．　al（丿Pecuroidesに は 同 ス ポ ッ トは 認

め られ なか っ た。根茎 も根 と同様 の パ タ
ー

ン で あ っ た。

5 ．市場品の 形態及び原植物

→

　Plate　 2．　 TLC 　prDfiles　of 　extracts 　from 　 the 　 roots 　 of

　 G4りごこvγアhixa　alld　Sダ丿望）hθrtt　species

A，glycyrrhizil1；B，　G．　ttr α〜e・nsis ；C，　G．　gtごibxa ；D，　C．　inf］ata ；

E，G．　 t／Ui ！
，
ごarPa ；F，　 G，　 asノ）el

’
a ； G，　 G．　y1仞 παη 6η認∫，　 H 、　 C．

Pa〃idfYlora：1，5，　atOi）ecttroicles，
Plate，　Kieselgcl　60　F2s4 〔MER 〔⊃K ！；Dcvcloping 　sQlvellt，　 n

butdno1 − water 　acetic 　acid 　（7 ：2 ：1）；　Detection，
UXi254nm．
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Table　III　Collection　data　of　Gancao （甘 草 ）and 　its　botanica］origin 　in　our 　result

　 　 　 　 　 　 　 　 　 A

卜tSme　　　　　　　　　　　　Tehoku−K■曜o

Pl  ● 帥 rじh8Sod　　　　　　　　　　 O繭

D欲 ε　　　　　　　　　　　　　　　1983．423
”oI

〕

　　　　　　　　　　　 7573

0UIAn　　　　　　　　　　　 ro。監
　 　 　 　 　 　 （mcl “din　b日聞 I　 rts｝

　 　 B 　　　　　　　　　　 C

　 Toh  一KSnlo　　　　　　　丁ehoku −Ksme
　 　 Nii帥 　　　　　　　　　　Toy8m 臼

　 19811020　　　　　　　　 1992．617
　 　 9424　　　　　　　　　　 12107

　 　 root 　　　　　　　　　　　 roOt

〔i随 bdi　　besal　昌鵬 ）　　（lnelndi 　　b8sel

　 D

駒 ihCke−K8nzo
　 Os魯 
　 199328

　 t2SN

　 蝋

　 ESeinCku

−K・nZO

　 Osskt

　 1993 ．2．8
　 12S53

　 roet

　 F　　　　　　　　　　　 G

Shinkyo−Kenzo　　　　　　　　thnCtO

　 O関  　　　　　　　bnthou（囗州市，

tg85、寧118　　　　　　　　 1990．9，19
　 7433　　　　　　　　　　　112s4

  inl卿 z  6 　 　 　 　 rget

L。【Pt〔cm ）　 　 　 　 50−CO 　 　 　 　 40−50 　 　 　 　 30＿ 

D嚠smeterfCm 〕　　　　　　　 08−‘8　　　　　　　 α8−14　　　　　　 07 −1．4
Color　outer　sufftce 　　　　bmPwn

−blackish　bmPwn　　　 
一bloGk圏5h 　beown 　　　　　　　b「o糊

冨鰹
蠶 鵡 黥需 1：：：1：：：：：

SI ぼ 　　　　　　　　　　　　　　 ＋＋　　　　　　　　　　 　 ＋
Botanical　on 　

n
　　　　　　　　　　G 　　ibrt　　　　　　　　　C．励 nStS　　　　　　　　6　uaimevs

　 　 3D一釦 　　　　　　　　　　　30
一

駒 　　　　　　　　　　　3−15 　　　　　　　　　　15州35
　 　 05− 13　　　　　　　　　 10 −19 　　　　　　　　　D6− 1．8　　　　　　　　 10匍14

hrown 慴bLckl3h 　b…　　　　breven
噌bl80kl勍   　　yelleUlsh   一　  　　bl●elath   …

層
  糊

1嚠蜘 yollow−y●1  M5h 曲 淀 8 　　　　　1」幽 しydldow 　　　　　　　　　　lid■t ” 1「卯 　　　　　@Iiabt　yelle
脚

一litht  
II 幽@　　 y 酬

w
　　− I　　　　 hiown　@　 　　　匹凾1　

猛
酬lo尉一li ゆt　o　　　@　　翫Pt 　@yslb騨 一　　  　　　　　　腿　　 　　

γ o 越 側 　 　 　 一
ll“　  　　　　　　　

　 『 8yi5h 　 ysllew 　　　　　　

　 　　　 　　　 　『α「圏8h  9Th ・n・m解 ・lsshdW ・th “SP。。dm ・n・ 。・叩。・n…be ・。紬 。
Mu鉤 ．m。 f 　M 。剛恥di ， 匚R試lt薩●o「Netvrtl　 Modic 價【●．　Toyems　M8 凶GJ　and　Phamtace廊G●

@ iverslt TMPVOGa

detha 、 ualanySl ） 　市場 品の外

形態並び に組 織形 態 ，及 び TLC分析に より 同 定し

各々の基源 をTable 　III に示す。 　東北 甘草B
，C並びに

草G はG ，　 uralensis，東北甘草 A ， 西 北 甘草D，Eは

D 　glabra ，

疆甘草GはG

加％α如 の特徴 に 合致し た 。 結論 及 び考察 1

中国で「甘草」 と して 使用 され る8種の植物 の根及び

@ 根 茎 は ， 外
形

では皮目の 形，内部形態的には 接 線縦切

@ 面におけ る 一 次 放 射 組 織 （ 多列放射 組織）の高さ，幅

　形状，横切面 に おけるコルク 皮 層 の 層 数，師部 繊

束 　の配列 様式，木 部の 比 率， 道管の 径 ，シュ ウ 酸

ル シ 　 ウ
ム

の 結晶の 有無 ，でんぷ ん 粒 の径， また薄

クロマ 　 ト グラフ ／ 一の結果などにより区別できた。味もまた 　重要で，甘みを有するC．

alensis ，　G．　glabra ，　 G　infZLzl

　及びG ． eurycamPa の 中でも 後 から苦み を

する 種
が 　あり

，そ の 程度は種に
より異なった。こ れまで，

組 織 　形 態

　 16 〕 あ るい は成 分組成 6 ’ tOa ’111 ： ｛ ｝に

り一部の種 　を区別 でき る とす る 報 告 は あっ た が ，

  ﾌ 根及

根 　茎 を区別する方法を 明らかにしたのは今回 が 初めて で 　あ る。

）G ． uralensisとG ．　
gl αbraは断面の繊維性， 皮目の 形 　 状 な

がG ． 　 in ）flata ， 　 G ． 　eurycarp

ﾆ 異なっていたが ， 　外 形により 完全 に 区 別
す

るこ

は困難で あ った。 し か 　 し，内部形態的に後2 者は 接 線 縦切

におけ る 一次放 　射組織の高 さ が 低 く， 蝙は G．inflat

ｪ最小であリ， 　 形 状 は G ． eurycaiPa のみが 波状

呈し ，師 部 繊 維束は 　G ． inflata のみが師部 中央付近で規

性を 消失するこ 　 と など に よ り 前 2 者 と
容 易に区別でき た

G ．　uralensis 　とG． gl αbraの区別は や や難 し いが，

列放 射 組織の 　高さ及び幅がG．uralensis がG． 　 glab

よ り大きく ， 繊 　維の絶 対 量 は G ． uratensis よりG

　gtabra が 少 なく ， 　また，根の径に対する 木 部の径の比率

G ． uralensi

　は43 〜64 ％であるの に対 し ，G．　glabra は 62 〜7

  　で高い値を示した。 3 ）国 内市場 品の東北甘草は2点がG ．ur

ensis ，1 点 が 　 G ．glabra ，西北甘草

2点ともに G ． 　glabra ，新疆甘’ 　草 は C ．魏擁 如

由来し， 中国 西北地区（ 甘 粛省 蘭 州 　 市〉 市場品は

Duralensis に由 来する ことを確証し 　た。甘粛省は 西北

草の 産地 の 1つであるが ， 今回 原 　植物として G ． g 勧γ

ﾈ 外にG．　 uralensis を確認した 　こと

よD ， 西 北甘 草の 基源 もG ．glabra に限らない 　と考 え

る。今 回 の結果によ り国内 市場品の 商 品 名 が 　必ず

も基 源の 区 別につながっておらず，G． 　glabra が

@東 北 及び西 北 甘草 と して 流通 して いる こ とを科学 的

　 明 ら かに し た，ま た ，従 来 東北 tt 草と 西 北 H ’

の外 形 　 上 の区 別 点 とさ れて き た質の 粗 密（破生 細

間 隙の

　量）
及
び繊維性（繊維の

量）は部位により 異
な

ってい 　

たた め

種の 区別点と して使用 でき ないこ と も判明し 　た。

）　『名医別録』y 　「
神

農本草 経集注 』ll「 図経 本 草』

〕 　に記載 される 甘 草の 産地（現在の 陜 西 省北部， 甘

粛省 東
@ 北 部 ， 内 蒙 古 自治

の一部 ， 山 西省 など） はい ず れ も C ． 　 ura

nsisが主に分布す る地 域 である。また，「図 経本 　 　 　　 　 　 1

n 　草』 の付
図

　は，小葉や果 実
の
形状など

か

らC ．

@uralensis またはG ．　glabra を示
して

るものと 考
え

　られ る。さ ら に ，『神農本草経』の「

甘」 ，『 神 農 本 草 　 経 集注』の 「 赤皮断理看之 堅 実

枹罕草最 佳」，「図 経 　本草 』の「以堅実 断 理者

佳基軽
虚
縦理 及 細 靱 者 不 堪 」 　など の 記 載 から，味 が 甘 く， 皮



Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medioal 　and 　Pharmaoeutioal 　Sooiety 　for 　WAKAN −YAKU

270 中国産 「H．草」 の 生薬学的研究

　方向に 切断しやすい もの が劣品 で あっ た こ とが うか が

　わ れ る。こ の 記載 か ら G，uralensis を良品 と して も矛

　盾はなく，一
方甘 み が 無 い か ま た は 少 な い G．asPera ，

　G．）
，unnanensis ，　 G 　PallidijZora及 び 甘 い が やや苦味

　を呈 し，外皮が 黄色系 で繊 維 性の 高 い （｝ i”Lflata，　 C．

　eurycarpa は良品に該当しない と考え られ る。　 C．　gla−

　braは G．　uralensis に 比して外皮の 赤み が 少な く， 良

　品 の 形 態 と わず か に 異 な る。

5）林 ら
5｝

は地上部の 形態か ら， Gau り
，ca？Paは G．　uralensis

　と G ．infiataの 交雑種 で ある可能性を指摘 して い る。

　G．eurycarPa の 根 の 一次放射組 織 は 接線縦切 面 に お け

　る高さ が G．inflataと同様に低 く， 幅 は G．　ttralensis

　 と 同様に 広く，内部形態的に も C．κralensis と G，　in一

　伽 如 の 中間的な 形 態 を示 した。

6） G，asPera ，　G．　yttnnanensis，　G．ρα〃澀 oπ〜，　S．　aloPecu −

　 roides の 地 下 部に は glycyrrhizinが 検出されず，その

　他 の 成 分 パ ターン も G．uralensis ，　 G．　glabra とは 大き

　 く異な り，甘草と して の 使用 に は 適 さ ない 。特 に S．

　 aloPecuroides は，同属で
「
苦参」 の 原植物 で あ る S．

　angtas
’tij）ria　SIEB．　et　ZUcc ．と同様 に sophocarpine な

　どの alkaloid を 主成分 とす る こ とが 知 られ て い る：
1｝

　 S．aloPecuroides は 中国の 内蒙古 自治区，西北地区及び

　 モ ン ゴ ル 人 民共 和国 て懈 熱作 用 を目的 に便用 されて お

　 り，「．lt草」 との 誤 用 は 避け るべ きで あ る。

7）本草学的に 良品 と考えられ る G．uralensis の 根 （ま

　 た は根 茎） に 由来す る甘草を同定す る た め に は ，外形

　 で は皮目が線状 （根茎 は 点状）， 味は 甘 く，内部形態的

　 に 多列放射組織 が 大型 で，高 さ 120 0μm に 達 し，

　 TLC 分 析 で は glycyrrhizinが 検出 で き る こ と を確認

　 する必要 が あ る。
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